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3. 平成14年度の研究実施 

　衝撃波学際研究拠点は各種の衝撃波発生装置と光学可視化を中心とする計測装置を整備して、先導的な画像処理システムと数値計算法を組み合わせた研究支援体制を整えて、国際的な学際研究拠点として活動し、特に、衝撃波医療、衝撃波の惑星地球科学への発展、産業への展開を目指す応用研究など基礎研究の多面的な利用を指向し、また、国際衝撃波ジャーナルの編集事務、アジア衝撃波研究会の事務局として衝撃波研究の国際的な拠点の役割をも果たしています。
3.1 衝撃波学際研究拠点実験棟
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平成13年度に設備した日本で最高の性能を持つ二段式軽ガス銃・弾道飛行実験装置
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平成12年度末に完成した衝撃波学際研究実験棟

3.2 衝撃波実験棟装置配置図
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3.3 購入設備備品

3.3.1 
衝撃波分光測定システム

吸光分光用可視光源
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強い衝撃波背後の発光現象を分光計測し、衝撃波の物理化学計測に用います。

3.3.2 クランツ・シャルデン・カメラ
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比較的遅い衝撃波現象を高い空間解像度でコマ撮り撮影します。
3.3.3 二段軽ガス銃・弾道実験装置
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　飛行体を出口速度8km/sで打ち出し、自由飛行と高速衝突を大視野のホログラフィー干渉計法で計測する装置です。我が国では最大の規模と性能を有しています。

3.3.4 複雑媒体衝撃波シミュレーター
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AutoDyn3Dを収納し、衝撃波の作用で大変形する物体の数値模擬が可能です。

3.3.5 ４チャンネルパルスＸ線源
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二段式軽ガス銃の飛行体の検出に使います。
3.3.6 衝撃波研究用CR
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エックス線で検出した画像を解析・編集します。

3.3.7 衝撃波発生装置
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直径140mmの円筒を毎分60,000回転させ、円筒表面に現れる衝撃波現象を解明します。

3.3.8 直径500mm平面鏡
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平成12年度に導入した直径1mのシュリーレン鏡の補助平面鏡として使います。

3.4 工作物および装置の改良

3.4.1大型無隔膜衝撃波管高圧部及び観測部
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左はこの衝撃波管でマッハ数20、空気を実現するために特注した高圧部です。右は100mm x 180mm 断面の衝撃波管の180mm x 1000mm視野の観測部です。

3.4.2 大型縦型衝撃波管
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断面300mm x 300mmの縦型衝撃波管で水平型の衝撃波管では実現できない様々の衝撃波現象が計測できます。

3.4.3 縦型二段軽ガス銃
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高圧気体をエネルギー源とする比較的低速の二段式ガス銃です。超音速で打ち出された平板の飛行安定など基礎研究を指向しています。

3.4.4 弱い衝撃波発生装置
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穴空きピストンを滑動させて非常に音に近い衝撃波を発生します。衝撃波騒音の研究を指向しています。

3.4.5 渦輪計測用衝撃波管
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直径1mのシュリーレン鏡が作る平行光線の中心軸上に内径50mm、外径90mmの衝撃波管を置き、その開放端から放出される衝撃波と渦輪を可視化計測します。これは圧縮性乱流現象解明の基礎研究です。

3.4.6マグマ微細化アナログ実験装置
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マグマを模擬する岩気粘弾性体に大振幅の膨張波ないし圧縮波を作用させ、微細化する過程を光学可視化、圧力測定します。この過程は火口内でマグマが微細化する過程を実験室で再現しています。

4. 平成１3年度までの研究成果報告

4.1 複雑媒体中の衝撃波現象の解明

4.1.1衝撃波の基礎研究

4.1.1.1 反射衝撃波の非相似性の発見
くさびや凹､凸面を過ぎる衝撃波の反射には、衝撃波背後に発達する境界層の影響で従来の理論とは異なり、相似則が成り立たないことが実験的に、また、数値解析的に確認されました。これは気体粘性の効果で、流体力学の教科書を書き直す発見です。
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4.1.1.2 渦と衝撃波の干渉
渦と衝撃波の干渉は衝撃波力学の重用研究です。実験と数値解析の手法を駆使した研究で様々の新しい事実が分かりました。
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　　　実験



　数値解

角を過ぎる衝撃波とその背後に現れる渦、衝撃波マッハ数1.5

4.1.1.3 衝撃波発生装置の発展

　毎分60,000回転する円筒のまわりには衝撃波が現れ、この衝撃波を利用する基礎と応用研究が進行中です。
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4.1.1.4 衝撃波計測法の開発

　気体や液体中の衝撃波現象を、粒子速度計測法、光散乱計測法、二重露光ホログラフィー干渉計法、分光計測法などで計測しています。その結果は数値シミュレーション法の結果と比較され、衝撃波の挙動を定量的に明らかにしています。

4.1.1.5 極超音速ノズル流れの検証
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極超音速ノズル流れにおいた球のまわりの有限干渉縞ホログラフィー干渉計写真をフーリエ縞解析をして、球のまわりの密度場を定量的に求めることができます。

4.1.2　複雑媒体中の衝撃波の挙動

4.1.2.1 非一様媒体中の衝撃波

ウレタンフォームに衝撃波を入射したときの変形と衝撃波伝播をホログラフィー干渉計法で可視化した結果です。衝撃波負荷の違いによってフォームの挙動に違いが認められました。

[image: image33.jpg]L A

T T T

NN




[image: image34.jpg]s





縦型衝撃波管



横型衝撃波管

4.1.2.2 気中および水中での微小衝撃波の発生

　微小アジ化銀ペレットをレーザー光照射で起爆する技術を確立し、気体中および液体中で球状衝撃波を制御して、発生することに成功しています。
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4.1.2.3 気泡と衝撃波の干渉､極微小気泡

各種液体中で球状衝撃波を作用させた気泡の挙動をホログラフィー干渉計法で観測しています。特に、直径0.01mmのリポゾーム気泡に作用させたときの挙動は様々の応用につながります。

[image: image36.wmf]
4.1.2.4 多孔質媒体､粒状媒体中の衝撃波

縦型衝撃波管にポリウレタン球を満たし、衝撃波を負荷したときの粒状媒体の様々の挙動を計測しています。図は直径0.4mmのポリウレタン球が反射衝撃波で舞い上がる様子を時系列的に観測した結果です。
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4.1.2.5 金属､複合材料への高速衝突誘起衝撃波

高速飛行体が金属および複合材料に衝突するとき、衝突発光を分光計測し、衝突温度を計測しています。高速衝突の動力学ばかりでなく、物理化学過程を計測し、新しい知見を得ています。図は高速飛行体が厚さ2.2mmのAFRPに斜め衝突した観測結果です。
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4.1.2.6 レーザー光誘起水中衝撃波

パルスヤグレーザーなどを光ファイバーで水中に導き、照射すると光ファイバーの先端には気泡が発生し、衝撃波ができます。レーザー誘起衝撃波の特性を明らかにしています。
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4.1.3  高粘度液体中の衝撃波

4.1.3.1 高粘度液体中の衝撃波計測法の開発

　マグマのような高粘度液体中の衝撃波伝播や気泡と衝撃波の干渉はまだよくわかっていません。微小爆発で発生した衝撃波をホログラフィー干渉計法で観測して、従来不可能とされた観測を実施しています。

4.1.3.2 粘弾性媒体の波動誘起の微細化

マグマの破砕は、火山噴火の爆発性を決定する重要なプロセスです。このメカニズムを明らかにするために、マグマを模擬する粘弾性物質を用いた破砕実験を行っています。発泡した粘弾性体試料を縦型衝撃波管底部の高圧部に設置し、低圧部と測定部を隔てる隔膜を破り急減圧し、試料中を伝播する破砕面の挙動を高速度ビデオを用いて観察しています。
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4.2 実験装置・計測法と数値シミュレーション法の開発

4.2.1　実験装置・計測法の開発

4.2.1.1 縦型衝撃波管

　ここでは各種縦型衝撃波管を設計・製作し、従来の水平型衝撃波管ではできなかった様々の実験が可能になりました。
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4.2.1.2 極低温液体中での低侵襲的な衝撃波発生法と計測
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4.2.1.3 熱音響的水中温度計法の確立 

[image: image76.jpg]



　水中衝撃波背後の温度上昇を正確に計測することは非常に重要な研究課題です。この方法はレーザー光を用いて、場を乱すことなく精密に温度計測する方法でNASAラングレー研究所との共同研究で開発したものです。

4.1.2.4 定量的な光学可視化法の確立

　カラーシュリーレン法の開発を行いホログラフィー干渉計法と同時計測する可視化法を初めて開発した。
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4.1.2.5 大視野での光学計測法

直径1mのシュリーレン鏡を導入して視野1mのホログラフィー干渉計法による定量観察が可能となった。図は大視野シュリーレン鏡とその光学系配置で、従来不可能とされた大視野高解像度の光学計測できる。
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4.1.2.6 超高速弾道飛行と超高速衝突の実現

　最高出口速度8km/sの二段式軽ガス銃と長さ12m直径1.6mの自由飛行部からなる。この装置は我が国で最も優れた特性を有する装置で国際的にも最新鋭の装置である。平成14年度以降にはこの装置を用いた様々の基礎・応用研究が実施される。
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4.2.2　数値シミュレーション法と画像処理法の開発

4.2.2.1 複雑現象に有効な非構造格子数値シミュレーション法

複雑形状物体に有効な解適合非構造格子法を用いた非定常数値解析コードを開発し、可視化結果との比較や、各種実験装置の特性解析などに用いています。図は自由ピストン衝撃波風洞のノズル始動過程を粘性及び実在気体効果を考慮した数値解です。
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4.2.2.2 粒状流れに対する数値解法

[image: image81.jpg]



　浮遊固体微粒子中の衝撃波の挙動を模擬するために、粉塵気体を考慮した二次元数値解析コードを開発しています。図は、粉塵気体中に置いた楔まわりの衝撃波反射です。

4.2.1.3 地球規模の現象の数値解法

　隕石の高速衝突や火山噴火で発生する衝撃波現象を三次元大規模数値解析で模擬しています。図は富士山が噴火した場合の災害予測図です。

[image: image82.jpg]LI T




[image: image83.wmf]
4.2.2.4 大規模計算援用の実験画像処理法の開発

　繰り返し実験で得られた時系列的な可視化結果をコンピュータを駆使してアニメーション表示し、衝撃波の動的挙動を容易に理解できるようにしたものです。下の時系列的な写真は円柱を過ぎる衝撃波の様子を動画に編集しています。
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4.3 衝撃波医療の基礎と応用研究

4.3.1脳血栓血行再建術

4.3.1.1 臨床応用を目指す動物実験が進行中

[image: image62.jpg]



小動物での動物実験および動物の摘出組織を用いた基礎研究が進行中です。

4.3.1.2 レーザー光誘起水ジェットメスの開発

　細管内でパルスレーザー光を照射して、気泡を作り気泡の排除効果で制御された水ジェットを作り出すことができます。この水ジェットを用いて生体軟組織を切開し、血管を保存するという外科治療装置が開発されました。
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摘出した豚肝臓にレーザー光誘起水ジェットを作用させた時、肝臓実質はよく切開できたが、毛細血管は切断されることなく保存できることが確認されました。この装置はさらに改良されて脳腫瘍の切開治療に応用することが次の努力目標です。

4.3.1.3 アクチュエータ励起マイクロ水ジェットメスの開発

　微小尺度の水ジェットを発生させるエネルギー源としてマイクロアクチュエータを使った装置が開発されています。この装置もレーザー光誘起水ジェットメスな効果を表しています。
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4.3.1.4 レーザー光誘起頭蓋骨成長の基礎研究

[image: image67.jpg]



頭蓋骨欠損症の治療を目指し、ネズミ頭蓋骨に衝撃波を照射して、骨成長が有意に促進されることが確認されました。この結果が近い将来、臨床治療に発展することが期待されています。
4.3.2 レーザーアブレージョン法の医療応用

4.3.2.1 微粒子の高速飛行と軟組織への貫入

微粒子が2-5km/sの速度で数ミリメートルの距離を移動して生体軟組織に貫入することが確認されました。これは新しい衝撃波医療につながります。
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4.3.2.2 遺伝子を塗布した金属微粒子の生体貫入

　金属膜にパルスレーザー光を照射したとき、金属膜は2-5km/sで変形します。この変形を利用して微粒子を加速できることがわかりました。
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4.3.2.3 レーザーアブレージョン法の他分野の研究への展開

　レーザーアブレージョン法は生体ばかりでなく様々の物質に容易に微粒子を高速で打ち込む装置の開発に応用できます。また、従来のナノテクノロジーには衝撃波が問題となる超音速現象はその概念に含まれていません。この方法はナノテクノロジーに衝撃波現象の直裁的な手段を提供しています。
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5. 平成1４年度以降の研究計画

　レーザーアブレ-ジョンの反作用として金属膜中に発生した衝撃波が膜の反対面で反射し膜が高速変形するとき、反対面に塗布した微粒子を２〜５km/秒で数mmの距離を飛ばすことができる。この原理を用いて遺伝子を塗布した直径約1ミクロンの金粒子を生体中に打ち込む機械的な遺伝子導入法が開発された。この研究実施のために遺伝子の保持、管理、細胞の培養施設が必要となり、新築建物2階の一部屋を組み換え遺伝子実験室とする計画を申請し認可された。

　ドイツ、Springer Verlag社, Heidelbergより Encyclopedia of Shock Wave Research全１４巻の出版が決まり、本研究の代表者、高山和喜教授とアーヘン工科大学のH.Groenig教授は共同編集者である。現在、日本国内と諸外国で衝撃波研究で活躍中の研究者の中から執筆を依頼する１２０名を超える人選が進行中です。衝撃波エンサイクロペデアの出版は本拠点形成研究の成果を取り纏めるばかりでなく、衝撃波研究者と関連する研究分野の研究者に重要なデーターベースを提供するばかりでなく、広く医学、理学、人文・社会科学や産業にも貢献するところが少なくありません。

5.1 平成14年度

　

　平成13年度の研究計画の一部を継続して実施し、平成１４年度より新たに開始する研究計画は：
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5.1.1 複雑媒体中の衝撃波現象、基礎研究

5.1.1.1 極超音速衝撃波管

(1) 爆轟波駆動衝撃波管の特性を解明し、これに視野1mの観測部を接続して空気中で衝撃波マッハ数20の衝撃波背後の流れを定量的に計測する。衝撃波面、反応面、接触面を同一画像に記録し、従来の衝撃波計測に飛躍的な精度の向上を導入する。

(2) 衝撃波圧縮される高分子気体に現れる凝縮衝撃波面あるいは液化衝撃波面をホログラフィー干渉計で可視化し、多相媒体中の衝撃波現象を明らかにする。
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5.1.1.2 渦と衝撃波の干渉、圧縮性乱流と衝撃波

(1) [image: image91.jpg]


縦型衝撃波管に乱流格子を取り付け、乱流と衝撃波の干渉過程を定量的に観測する。特に、入射衝撃波に先行して乱流格子を降下させて衝撃波の前に特性の明らかな乱流構造を作り、衝撃波との干渉過程を可視化により明らかにする。

(2) 直径1mの大視野計測系を用いて、光軸に沿って配置した衝撃波管の開口端から放出される球状衝撃波とその背後の渦輪を可視化し、渦輪の変形を明らかにする。この結果は圧縮性乱流の基礎理論の構築に必須である。

5.1.1.3 弾道飛行実験装置

(1) 平成13年度購入の弾道飛行実験装置の特性を明らかにし、マッハ数10を越える極超音速細長物体まわりの流れを定量可視化し、高レイノルズ数流れの境界層遷移過程を解明する。

(2) 水の音速を遙かに越える極超音速細長物体を水タンクに打ち込んで、物体まわりのスーパーキャビテーション現象を可視化し、抗力係数を求める。

(3) 金属ないし複合材料板に極超音速飛行体を様々の衝突角で打ち込んで、このとき現れるデブリ雲の形状と微粒子分布を求める。
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5.1.2 衝撃波研究の見地から爆発的火山噴火の機序の解明

　噴火の引き金は地下のマグマの発泡現象に始まり、上昇に伴うマグマの地下滞水帯との接触による水蒸気爆発と同時にマグマのような含気性の粘弾性体が非常に大きな圧力変動にさらされて破砕・微細化される過程を実験室の規模で解明する。これらの噴火の素過程には、複雑媒体中での衝撃波の挙動が重要な役割を果たしている。

5.1.2.1 マグマの発泡現象のアナログ実験と数値シミュレーション

(1) 高粘度液体、例えばシロップやシリコーン油中での気泡と衝撃波の干渉を可視化する。また、再現性の良い実験技法の確立。

(2) 高粘度液体の物性値の評価とマグマ物性との比較。

(3) 実験結果を評価する数値シミュレーション法の開発。　

5.1.2.2 加速するマグマの界面不安定による微細化現象の解明　

(1) 含気性粘弾性体に圧力変動を作用させる粘弾性体の破砕微細化のアナログ実験。

(2) 縦型衝撃波管を用いる粒状物体層と衝撃波ないし膨張波との干渉。粒状層の舞い上がり現象の解明。

(3) 数値シミュレーション

5.1.2.3 水蒸気爆発

(1) 気泡と高温融体との接触現象に現れる相似則。

(2) 気泡崩壊を原因とする高温融体の微細化過程の解明

(3) 自己発熱反応（ＳＨＳ）で保持される高温融体を液体の音速を超える速度で打ち込み、ホログラフィー法を用いるその場観測から水蒸気爆発の素過程を解明する。

5.1.2.4 噴火の爆風圧のその場測定と大規模数値シミュレーション

(1) 阿蘇中岳の火口に圧力変換器を設置し、噴火の瞬間の爆風圧を記録する実験を継続する。

(2) 上記の計測を桜島を対象に実施する。

(3) 大規模衝撃波伝播を模擬できる数値シミュレーション法と実際の火山の複雑地表条件を取り込んだ数値境界条件の設定。さらに、その境界条件を設定するために衝撃波管でアナログ実験を実施する。そのための実験法の確立。

5.1.3衝撃波の医療応用

5.1.3.1 脳血栓血行再建術の臨床応用

(1) 血栓溶解剤との併用による動物実験。

(2) 臨床試験を目指す装置の試作。

5.1.3.2 頭蓋骨欠損の衝撃波を用いた骨成長促進

(1) 衝撃波照射に伴う脳損傷の確認。

(2) 臨床試験を目指す装置の試作。

5.1.3.3 ジェットメスの臨床応用

(1) 微小尺度の水ジェットの特性。

(2) 臨床試験を目指す装置の試作。

5.1.3.4 がん治療への応用

(1) 腫瘍細胞での実験。

(2) 臨床試験。

5.1.3.5 レーザーアブレージョン遺伝子導入術

(1) 内視鏡との組み込みを目指す装置の試作。

(2) 臨床試験を目指す装置の試作。

5.1.4衝撃波類似現象の解明

　非線形性の発現に衝撃波類似の様々な現象があり、水波、表面張力波などが知られているが、交通問題、群衆の動き、情報伝播、パニック現象の発生と伝播は社会科学の事象であるが衝撃波との類似性が顕著なので、これら類似現象を解明する。

5.1.4.1 魚群のパニックの観察とその解明。

5.1.4.2 離散群の個体間の相互干渉過程の数値モデル。

5.1.4.3分子動力学的な検証。

5.1.5 第一回アジア・パシフィック衝撃波シンポジウムの開催

5.2 平成15年度

平成14年度の一部を本年度も継続する：

5.2.1　白亜紀末に起こった巨大隕石衝突で、海洋生物の絶滅への水中衝撃波の関与を解明する。

地球は約３０００万年周期で隕石衝突などの原因で生物の絶滅を繰り返してきた。巨大隕石の衝突について、古生物学者との共同で、古生代の海岸の位置で計算格子を構成した大規模数値計算と古生物学データーとの対比から隕石の衝突で発生した水中衝撃波および地核中の波動伝播とフォーカッシングの可能性を明らかにする。

5.2.1.1 大規模数値計算格子の生成。

5.2.1.2 ＴＮＴテラトン級のエネルギー解放のモデル化と大規模衝突。

5.2.1.3地球の内部構造を考慮し、構造解析計算との流体の数値計算法とを組み合わせた数値解法の確立。

5..2.2 レーザーアブレージョン遺伝子導入法の確立と数値シミュレーションを援用する脳血管治療診断法の開発

5.2.3 弾道飛行装置を用いる各種実験と高速衝突現象の研究

5.2.4 国際シンポジウム主催


5.3 平成16年度

　平成15年度の研究計画を継続し、過去５年間の研究計画の成果を自己点検し高い達成度の研究項目を強化する。また、衝撃波コンソーシアムを組織して、応用研究の成果が特に実用研究に結びつく可能性の高い事項を中心に、衝撃波現象を直接あるいは間接的に利用する企業や関連機関との連携をはかる。本拠点研究の成果を世界に公開するデーターベースを構築し、「国際衝撃波学際研究拠点」の設立を目指しデーターサーバー機能を完成する。ハイデルベルク、シュプリンガー社より、Encyclopedia of Shock Wave Research 全１４巻を発行する。

　最後に、衝撃波学際研究拠点が、独自研究の実施ばかりでなく、全世界の衝撃波研究者あるいは衝撃波現象を利用する研究者にオープンラボラトリーとして機能できる施設になることを目指し、最終年度を総括する。

6. 国際研究集会と国際連携

6.1 主催研究会
6.1.1 International Workshop of Interdisciplinary Shock Wave Research, March 7th-8th, 2002, Interdisciplinary Shock Wave Research Center, Tohoku University

6.1.2 平成13年度衝撃波シンポジウム、2002年3月14-16日、産業技術総合研究所、つくば

6.2 国際連携、アジア・パシフィック衝撃波研究会の設立

6.2.1 中国科学院力学研究所、中国科学技術大学近代力学系と国際共同衝撃波研究センター開設を合意し、平成12年５月、北京で調印式を行い、連携の輪を南アフリカ、オーストラリア、フランス、ドイツ、インド、ベラルーシ、台湾に広げようとしています。

6.2.2 本中核研究拠点形成の成果を第２３回国際衝撃波シンポジウムで公表しました。また、アジア・パシフィック衝撃波研究会を設立し、その事務を担当し、近い将来その活動を国際衝撃波研究会に広げようとしています。

6.2.3 本研究拠点は衝撃波国際ジャーナルの編集事務を担当し、また、国際的な視野で衝撃波学際応用研究の重要性を訴え、日本および諸外国より120名を超える執筆分担者をを選出してドイツシュプリンガー社より、衝撃波研究エンサイクロペディア全１４巻を出版します。

6.3 外国人研究者の滞在

Brian Milton
   ﾆｭｰｻｳｽｳｪｰﾙｽﾞ大学・教授
2002年3月7日～3月9日

Wener Heilig
   ｴﾙﾝｽﾄﾏｯﾊ研究所・教授

2002年3月5日～3月20日

楊　照彦
   台湾国立台北大学・教授
2002年3月6日～3月17日

Hans Groenig
   ｱｰﾍﾝ工科大学・教授

2002年3月3日～3月14日

K.P.J. Reddy
   ｲﾝﾄﾞ科学大学・教授

2002年3月7日～3月8日

Oliver Spieler
   ﾐｭﾝﾍﾝ大学・助手

2002年3月4日～3月8日

梁　勝明
   台湾国立成功大学・教授
2002年3月6日～3月17日

Jack Riegels
   サウスウェスト研究所・部長
2002年2月28日～3月3日

PeterVoinovich
   Soft Impact Ltd.

2001年4月1日～4月12日

Brian Milton
   ﾆｭｰｻｳｽｳｪｰﾙｽﾞ大学

2001年1月22日～2月20日

楊　基明
   中国科学技術大学

2001年7月29日～7月31日

John Lee
   マックギル大学

2001年7月29日～8月27日

Van Tiggelen
   ﾙｰﾍﾞﾝｶﾄﾘｯｸ大学

2001年4月1日～4月30日

Zonglin Jiang
   中国科学ｱｶﾃﾞﾐ―

2001年10月1日～10月6日

Men Shin Liou 
   NASA

2001年12月1日～2002年1月12日

Gopalan Jagadeesh　ｲﾝﾄﾞ科学大学


2002年1月9日～1月13日

アジア・パシフィック衝撃波研究会会則　(平成14年3月８日制定)

THE ASIA-PACIFIC SHOCK WAVE RESEARCH SOCIETY STATUTES

1. The Asia-Pacific Shock Wave Research Society is a non-governmental international scientific body and should be steered by the Committee.

2. The objectives of the Society are to promote the science and practice of shock wave research in countries of the region within the Chinese standard time zone plus minus 3 hours, through the organization of an Asia-Pacific Shock Wave Symposium held periodically and other related workshops.

3. The Committee has power to decide on all questions regarding the organization of all such scientific meetings, including in particular the Asia-Pacific Shock Wave Symposium, but may delegate its authority to appropriate bodies on specific matters.

4. The Society shall adopt its own rules of procedure.

5. The Committee shall meet during each Symposium, but may meet more often if it desires. At each Symposium, the Committee will review its composition and alter it if necessary to ensure adequate geographical and scientific distribution of its membership; the Society will also appoint, from among its members, the member of the Committee, a Chairman, a Secretary, and such other office-bearers who will serve until the next Symposium.

6. The Society will cooperate with other international shock wave activities such as the International Shock Wave Symposia to further the advancement of knowledge in shock wave research in the Asian region and elsewhere.

7. The Committee shall have power to alter these statutes as it deems necessary.

OTHER POSSIBLE OBJECTIVES

1. The dissemination of information about shock wave research in the Asia-Pacific region. This could be achieved by the workshops etc mentioned above but also by a regular newsletter or bulletin e-mailed to members. 

2. The stimulation of research into shock wave related phenomena and their uses by collecting and disseminating information regarding new topics and applications or required re-assessments of old ones. In particular, this should be aimed at young or new researchers to the shock wave area. Such topics could be disseminated by listing the title and say one line description in the newsletter.

3. Promotion of the importance of shock wave phenomena to industry in the Asia-Pacific region. This should include examples of previous useful applications, suggestions of new applications that might be explored and studies of catastrophic events involving blast and shock waves. A suggested method of dissemination would be three or four one paragraph summaries of these topics placed on a web site every six months. It my be included in the newsletter or separate.

4. Encouragement of industry in the Asia-Pacific region to support shock wave research. This could highlight government grants that require some industry support for the research project. The committee could, via its web site, provide a focus for industry inquiries, passing them on to relevant researchers. 
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公表論文色分け

複雑媒体中の衝撃波現象

高速飛行体および高速衝突

衝撃波類似現象

先導的可視化法および計測法の確立

衝撃波の医療応用
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多相流れ

先導的数値計算法の確立
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a: センター研究員室


b: 熱音響計測室


c: 衝撃波医療応用研究室


d: 遺伝子導入実験室


e: 研究員室





f: 弱い衝撃波発生装置


g: 大型無隔膜衝撃波管


h: 二段式軽ガス銃・弾道飛行実験装置


i: 小型斜め二段式軽ガス銃


j: 縦型二段式ガス銃


k: 大型縦型衝撃波管
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衝撃波ジャーナル





渦輪実験衝撃波管
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阿蘇中岳噴火の数値シミュレーション





水ジェットの高速ビデオ撮影





巨大隕石の衝突想像図
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